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令
和
2
年
2
月
、
中
国
の
武
漢
市
が
都
市
封
鎖
さ
れ
、
収
容
 

し
き
れ
な
い
患
者
で
病
院
が
崩
壊
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
 

た
。
当
初
は
中
国
で
え
た
い
の
知
れ
な
い
疫
病
が
蔓
延
し
て
い
 

る
よ
う
だ
と
、
半
ば
他
人
事
の
よ
う
に
見
て
い
た
疫
病
は
、
新
 

ロ
 

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
だ
と
分
か
り
、
た
ち
ま
ち
全
 

世
界
に
感
染
の
連
鎖
を
広
げ
た
。
 

ほ
ど
な
く
日
本
で
も
感
染
拡
大
が
続
き
、
政
府
は
感
染
者
の
 

多
い
都
県
を
対
象
に
4
月
7

日
緊
急
事
態
官
三
言
を
発
令
、
5
月
 

25

日
解
除
し
た
も
の
の
、
第
2
波
、
第
3
波
と
感
染
拡
大
は
続
 

い
て
い
る
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
 

対
策
が
「
3

つ
の
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
」
の
回
避
で
あ
 

る
た
め
、
日
常
生
活
は
大
き
く
制
約
さ
れ
、
秋
田
支
部
俳
句
大
 

会
は
紙
上
大
句
会
に
、
吟
行
俳
句
大
会
は
中
止
す
る
と
と
も
に
、
 

5

月
の
総
会
は
書
面
表
決
に
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
 

こ
の
よ
う
に
、
令
和
2
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
た
た
 

め
、
『
秋
田
蕗
』
誌
面
は
、
こ
れ
ま
で
の
趣
と
は
異
な
る
も
の
 

と
な
っ
た
。
 

な
お
、
令
和
3
年
に
入
っ
て
も
こ
の
感
染
拡
大
は
続
き
、
3
 

月
か
ら
医
療
関
係
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
は
じ
ま
っ
た
も
の
 

の
、
終
息
の
行
方
は
混
沌
と
し
て
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。
 

再
会
の
日
を
信
じ
て
 

俳
人
協
会
 
会
長
 
大
串
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
 

よ
り
、
4
月
に
は
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
 

発
令
さ
れ
ま
し
た
。
生
活
に
大
変
な
影
響
 

を
受
け
ら
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
に
心
よ
 

り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
．
今
、
伸
 

間
と
ム
亭
つ
こ
と
も
出
来
ず
、
吟
行
に
も
行
 

か
れ
な
い
。
当
然
、
句
会
で
集
ま
る
こ
と
」
 

も
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
排
人
 

の
私
た
ち
に
と
っ
て
も
経
験
し
た
こ
と
の
 

な
い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
の
で
す
．
 

い
つ
終
息
に
向
か
う
の
か
、
ま
だ
ま
だ
先
 

の
見
え
な
い
不
安
に
心
痛
む
ば
か
り
で
す
 

章
 

が、 
季
節
は
巡
り
必
ず
ま
た
明
る
ー
日
が
 

来
ま
す
「
 

俳
人
協
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
会
員
の
 

皆
様
の
健
康
と
安
全
を
考
慮
し
た
結
果
、
 

俳
句
文
学
館
の
休
館
な
ら
び
に
行
事
・
講
 

座
等
を
中
ん
山
ま
た
は
延
期
と
し
ま
ひ
た
 

感
染
を
防
ぐ
生
活
様
式
を
踏
ま
え
つ
つ
、
 

一
日
も
早
く
通
常
の
生
活
に
も
ど
り
、
‘
皆
 

様
と
俳
人
協
会
の
）
墳
勤
を
と
も
に
で
き
る
 

日
が
訪
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
 

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
お
 

過
ご
し
く
だ
さ
い
「
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で
は
、
5
月17
日
、
定
期
総
会
終
了
 

）
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
情
 

一
変
更
し
て
実
施
。
大
会
に
は
、
会
員
 

一
り
2
5
2
句
が
投
句
さ
れ
、
本
部
幹
 

？
内
特
定
選
者
3
名
に
よ
る
選
と
選
評
 

一
選
高
点
句
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
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に
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事
の
長
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れ
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嶺
 
千
 
晶
 
選
 

白
神
の
撫
の
目
覚
む
る
木
の
芽
雨
 

初
蝶
を
生
み
出
す
風
の
力
か
な
 

砂
日
傘
本
音
語
れ
ず
波
の
音
 

タ
霞
多
喜
二
の
郷
は
灯
を
早
む
 

鳥
海
山
に
深
く
一
礼
農
始
 

鎮
魂
の
灯
の
冴
え
返
る
浜
辺
か
な
 

旅
に
買
ふ
デ
ニ
ム
の
バ
ッ
ク
夏
に
入
る
 

世
の
波
に
な
じ
ま
ぬ
父
の
日
な
り
け
り
 

遺
旬
集
に
日
矢
の
一
条
新
樹
燃
ゅ
 

手
を
洗
ふ
こ
と
に
も
馴
れ
て
弥
生
か
な
 

末
つ
子
の
弟
と
な
る
子
猫
か
な
 

ま
た
ー
つ
泡
よ
り
落
ち
て
蛾
蛙
泳
ぐ
 

海
豹
の
哨
乳
ほ
の
ぽ
の
春
日
さ
す
 

潟
波
の
光
り
親
し
き
夏
は
じ
め
 

花
屑
を
吐
き
出
す
鯉
の
波
紋
か
な
 

大
橋
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寝
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空
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が
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ぬ
春
の
草
 

同
 

佳
作
 

同
 

同
 

同
 

同
 

鳥
帰
る
光
の
棒
と
な
り
き
つ
て
 

登
る
ほ
ど
鳥
語
か
し
ま
し
春
の
山
 

行
く
春
や
一
年
毎
と
い
ふ
齢
 

か
う
か
う
と
畑
人
に
声
帰
白
鳥
 

し
や
ぼ
ん
玉
素
敵
な
嘘
を
つ
く
や
う
に
 

旅
行
け
ば
出
羽
も
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も
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手
作
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の
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点
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1
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ろ
こ
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牛
の
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初
夏
の
風
を
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大
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二
席
⑨
ま
た
ー
つ
泡
よ
り
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ち
て
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蛙
泳
ぐ
 

二
席
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鳥
帰
る
光
の
棒
と
な
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き
つ
て
 

五
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⑧
は
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の
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大
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東
北
俳
句
大
会
・
青
森
大
会
は
、
9
月
6
日
、
青
森
市
で
開
 

催
を
予
定
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
情
勢
を
踏
ま
え
 

紙
上
大
会
に
変
更
し
て
実
施
。
 

支
部
員
の
特
選
句
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
 

【大 

会
 
賞】 

花
吹
雪
太
宰
千
空
倶
子
逝
く
 

岡
部
い
さ
む
 

【特 

選】 

坂
 
内
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吹
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太
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千
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や
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の
残
せ
し
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に
吊
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崎
 
雅
 
葉
 
選
 

鳥
賊
干
し
に
龍
飛
の
風
の
仮
借
な
し
 

佐
 
藤
 
景
 
心
 
選
 

駅
弁
の
紐
で
綾
取
り
初
夏
の
旅
 

鶴
 
岡
 
行
 
馬
 
選
 

し
ゆ
る
し
ゆ
る
と
薪
が
秋
き
を
り
雁
供
養
 

蕗
の
墓
は
づ
む
を
押
さ
へ
刻
み
を
り
 

伊
 
藤
 

寛
 
選
 

携
帯
に
亡
き
夫
立
て
る
桜
か
な
 

ー
つ
灯
に
闘
病
の
子
と
受
験
の
子
 

伊
 
藤
 
青
 
砂
 
選
 

最
後
か
も
し
れ
ぬ
父
と
の
山
登
り
 

岡
部
い
さ
む
 

伊
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恵
美
子
 

岩
谷
 
塵
外
 

木
田
橋
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小
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木
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ミ 

令
和
2
年
9
月15
日
開
催
を
予
定
し
て
い
た
第
5
9
回
全
国
俳
 

句
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
が
、
発
表
さ
れ
た
 

当
県
支
部
員
の
入
選
並
び
に
予
選
通
過
作
品
は
次
の
と
お
り
で
 

あ
っ
た
。
 

な
お
、
今
大
会
の
投
句
総
数
は
1
万
2
,

5

2

0

旬
、
予
選
 

通
過
作
品
は
2
,

0

5

1

句
で
あ
っ
た
。
 

西
 
村
 
和
 
子
 
選
 

入
選
 

割
り
箸
の
き
れ
い
に
割
る
る
立
夏
か
な
 
寺
田
 
恵
子
 

予
選
通
過
作
品
 

大
花
火
山
河
ゆ
ら
し
て
続
き
け
り
 

割
り
箸
の
き
れ
い
に
割
る
る
立
夏
か
な
 

天
空
の
風
と
た
た
か
ふ
武
者
絵
凧
 

役
終
へ
て
楚
天
の
縄
ゆ
る
み
け
り
 

長
病
み
の
笑
み
の
身
に
入
む
話
か
な
 

畔
焼
き
の
さ
走
る
焔
闇
を
縫
ふ
 

湯
く
ぐ
り
の
椀
乾
き
を
り
春
の
昼
 

桜
庭
 

睦
 

寺
田
 
恵
子
 

岡
部
い
さ
む
 

加
瀬
谷
敏
子
 

佐
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景
心
 

山
田
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茂
樹
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峰
町
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峰
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小
学
校
学
校
賞
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賞
採
 

柳
川
大
亀
氏
が
指
導
す
る
八
峰
町
立
峰
浜
小
学
校
（
児
童
数
 

1
0
5

人
）
が
栄
え
あ
る
学
校
賞
を
受
賞
し
た
。
 

柳
川
氏
の
指
導
は
、
年
1
回
、
学
年
ご
と
に
俳
旬
教
室
を
開
 

催
し
て
直
接
指
導
す
る
と
と
も
に
、
児
童
に
俳
句
手
帳
を
配
布
 

し
て
思
い
つ
く
ま
ま
作
句
さ
せ
、
随
時
回
収
し
て
添
削
助
告
1ロ
す
る
 

と
い
う
も
の
。
指
導
期
間
は
、
峰
浜
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
前
 

の
塙
川
小
学
校
当
時
か
ら
数
え
て
3
6
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
 

俳
人
協
会
主
催
の
全
国
俳
句
大
会
の
ほ
か
に
も
、
「
一
茶
ま
 

つ
り
全
国
俳
旬
大
会
」
に
毎
年
参
加
し
、
同
俳
句
大
会
で
は
、
 

今
年
も
含
め
て
5
年
連
続
の
学
校
賞
と
な
っ
た
。
 

同
氏
は
、
こ
の
他
に
も
、
7
回
目
を
迎
え
た
町
教
育
委
員
会
 

が
主
催
す
る
「
あ
き
た
白
神
子
ど
も
俳
画
大
会
」
 
に
審
査
委
員
 

長
と
し
て
参
画
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
当
た
っ
て
い
る
。
 

個
別
作
品
・
優
秀
賞
 

う
み
の
み
ず
つ
か
い
ほ
う
だ
い
み
ず
で
っ
ぽ
う
 
2
年
 
日
沼
依
知
海
 

ぬ
い
ぐ
る
み
ば
ゅ
っ
と
ま
ふ
ゆ
の
お
友
だ
ち
 
3
年
 
田
畑
 

陽
色
 

け
し
き
ご
と
ブ
ラ
ン
コ
ゆ
ら
し
な
か
な
お
り
 
4
年
 
勝
山
 

光
 

波
音
を
じ
し
ゃ
く
に
ひ
か
れ
ゆ
く
真
夏
 
6
年
 
金
平
 
喜
一
 

舟
虫
や
大
図
か
ん
め
く
海
の
」
石
 

6
年
 
嶋
田
 
暖
人
 

柳川氏が参画する俳画大会の 

入賞作品集表紙 
学校賞受賞を喜ぶ峰浜小学校児童 
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v第
器
回
支
部
合
貧
一
 

鍛
錬
句
会
の
成
績
 

ロ
 

ロ
 

P
 

、・『、J

・・一N
マ
 

ハ、ゾ 

「
・
 

秋
田
県
支
部
で
は
、
令
和
元
年
1
2
月14
日
を
投
句
締
切
と
し
 

て
第
2
3
回
支
部
会
員
鍛
錬
句
会
を
実
施
、
6
7
名
が
参
加
し
た
。
 

特
定
選
者
に
よ
る
入
選
句
、
互
選
高
点
句
は
次
の
と
お
り
で
 

あ
っ
た
。
 

小
 
島
 

健
 
選
 

特
選
 
名
を
知
ら
ぬ
焚
火
仲
間
と
な
り
に
け
り
 
佐
々
木
踏
青
子
 

【
評
】
焚
火
は
寒
い
日
に
火
を
焚
き
暖
を
取
り
つ
つ
、
会
話
を
 

楽
し
み
ま
す
。
通
り
す
が
り
の
人
も
気
さ
く
に
仲
間
入
 

り
O
K
ー・ 

そ
ん
な
焚
火
仲
間
．
に
名
前
な
ど
い
り
ま
せ
 

ん
。
ま
し
て
、
〇
〇
社
長
、
〇
〇
先
生
な
ど
ご
め
ん
で
 

す
。
あ
あ
、
焚
火
も
俳
句
も
庶
民
の
も
の
ー
・
 
句
姿
良
 

く
省
略
の
効
い
た
訊
詠
に
、
人
間
的
な
親
し
み
が
溢
れ
、
 

ウ
ー
ン
、
い
い
な
あ
。
こ
の
あ
っ
た
か
い
旬
に
乾
杯
ー
 

特
選
 
鷹
の
目
の
す
で
に
獲
物
を
射
止
め
を
り
 
加
瀬
谷
敏
子
 

【
評
】
ま
ず
、
精
惇
な
猛
禽
・
鷹
の
鋭
い
目
に
焦
点
を
絞
り
、
 

け
い
け
い
 

緊
迫
を
導
き
ま
す
。
次
に
、
必
殺
の
畑
々
と
し
た
眼
光
 

は
、
も
う
獲
物
を
射
止
め
た
と
畳
み
か
け
ま
す
。
こ
の
 

鷹
の
季
語
の
本
意
・
本
情
を
確
乎
と
把
捉
し
た
技
に
拍
 

手
ー
 

か
よ
う
に
、
虚
実
の
間
に
も
詩
は
宿
り
ま
す
。
 

お
お
、
ま
さ
に
「
文
芸
上
の
真
」
ー
ほ
ら
、
何
時
し
か
 

読
者
の
眼
光
も
鋭
く
な
っ
て
来
た
じ
や
あ
り
ま
せ
ん
 

か。 

秀
逸
 

同
 

同
 

佳
作
 

同
 

同
 

同
 

同
 

同
 

同
 

同
 

同
 

同
 

小
春
空
儲
け
気
分
の
野
良
仕
事
 

青
白
き
月
と
見
る
間
に
吹
雪
き
け
り
 

村
の
名
を
貰
ひ
し
山
の
眠
り
け
り
 

山
里
の
馬
肉
の
煮
込
み
寒
波
来
る
 

老
い
し
身
の
和
し
て
動
ぜ
ず
冬
銀
河
 

小
春
日
の
出
窓
に
猫
の
蕩
け
を
り
 

小
坂
 

司「一【H
"
 

斎
藤
 

一局田 

佐
藤
 

岩
谷
 

富
子
 

千
草
 

淳
子
 

洋
子
 

悠
水
 

塵
外
 

幾
山
に
響
く
月
夜
の
除
夜
の
鐘
 

佐
々
木
浩
子
 

ど
か
雪
や
げ
ん
こ
つ
貰
ひ
た
る
ご
と
し
 
安
倍
 
幸
一
 

背
の
懐
炉
見
え
隠
れ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

泉
 
千
穂
子
 

尿
量
る
命
の
重
さ
初
仕
事
 

石
井
美
智
子
 

朝
市
に
誰
飛
び
交
ふ
年
用
意
 

塚
本
 
佐
市
 

凧
揚
や
遠
く
白
神
晴
れ
渡
る
 

田
村
 

陽
子
 

焼
芋
の
熱
く
て
持
て
ぬ
妻
の
留
守
 

小
杉
 
茶
泉
 

佐
々
木
 
踏
青
子
 
選
 

特
選
 
た
ま
し
ひ
の
宿
り
て
来
た
る
里
神
楽
 

伊
藤
 
青
砂
 

【
評
】
宮
中
神
楽
と
異
な
り
里
神
楽
は
、
各
地
の
神
社
等
で
行
 

わ
れ
る
。
鹿
角
市
の
大
日
霊
貴
神
社
の
舞
楽
は
、
ユ
ネ
 

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
で
あ
る
ほ
か
、
県
内
に
は
有
名
な
 

里
神
楽
が
多
く
、
こ
の
句
も
そ
ん
な
背
景
に
詠
ま
れ
た
 

も
の
か
。
鎮
守
の
森
も
更
け
、
神
楽
も
佳
境
に
入
り
見
 

物
人
も
一
体
と
な
り
そ
の
雰
囲
気
に
ひ
た
っ
て
い
る
。
 

特
に
、
神
楽
師
た
ち
は
自
己
陶
酔
し
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
 

よ
、
つ
に
な
っ
て
き
た
。
 

秀
逸
 

同
 

佳
作
 

同
 

同
 

同
 

同
 

訪
ふ
こ
と
も
訪
は
る
る
こ
と
も
無
き
三
日
 

奥
宮
を
雲
で
閉
ざ
し
て
神
の
留
守
 

蛇
行
す
る
川
を
あ
ら
は
に
大
枯
野
 

灯
の
点
り
地
よ
り
沸
き
た
る
小
か
ま
く
ら
 

ゴ
シ
ッ
プ
の
真
つ
只
中
の
冬
帽
子
 

忍
従
を
解
き
放
さ
れ
し
母
矩
焼
 

終
点
で
降
り
そ
の
先
の
雪
深
し
 

伊
 
藤
 
慶
 
子
 
選
 

特
選
 

【評】 

秀
逸
 

同
 

佳
作
 

同
 

同
 

同
 

同
 

遠
山
せ
つ
子
 

岩
谷
 
塵
外
 

木
村
 
登
龍
 

滝
津
 
幸
子
 

小
林
 
呼
渓
 

森
屋
 
慶
基
 

田
村
 

陽
子
 

頬
杖
を
容
め
ら
れ
て
瀬
石
忌
 

泉
千
 
穂
子
 

夏
目
瀬
石
の
忌
日
は
1
2
月
9
日
。
暮
れ
も
間
近
の
気
忙
 

し
い
一
日
、
気
の
知
れ
た
仲
間
と
会
議
中
で
も
あ
ろ
う
 

か
、
ふ
っ
と
頬
杖
を
し
て
し
ま
っ
た
作
者
の
景
が
思
い
 

浮
か
ぶ
。
中
七
の
ガ
箸
め
ら
れ
て
ガ
の
表
現
は
、
平
明
 

な
が
ら
も
と
て
も
新
鮮
で
、
大
き
な
発
見
だ
と
感
じ
 

入
っ
た
。
深
読
み
を
す
れ
ば
、
小
説
家
・
俳
句
作
家
で
 

も
あ
る
文
豪
の
激
石
自
身
に
害
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
 

で
、
季
語
激
石
忌
が
活
か
さ
れ
、
重
厚
で
格
調
高
い
一
 

句
に
胸
を
打
た
れ
た
。
 

鷹
の
目
の
す
で
に
獲
物
を
射
止
め
を
り
 
加
瀬
谷
敏
子
 

着
ぶ
く
れ
て
人
に
は
人
の
影
あ
り
ぬ
 

加
藤
 
百
桜
 

老
い
し
身
の
和
し
て
動
ぜ
ず
冬
銀
河
 

佐
藤
 
悠
水
 

枯
野
風
見
え
ざ
る
楽
器
鳴
り
に
け
り
 

塚
本
 
佐
市
 

浮
寝
鳥
浮
寝
の
夢
の
輪
を
描
く
 

木
村
 
登
龍
 

古
暦
は
づ
し
て
残
る
手
の
重
み
 

斎
藤
 
淳
子
 

貼
り
交
ぜ
の
扉
風
の
真
中
は
せ
を
の
句
 
神
成
 

石
男
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熊
 
谷
 

尚
 
選
 

特
選
 

【評】 

秀
逸
 

同
 

佳
作
 

同
 

同
 

同
 

同
 

蛇
行
す
る
川
を
あ
ら
は
に
大
枯
野
 

木
村
 
登
龍
 

「
枯
野
」
と
言
え
ば
、
虚
子
の
 
「
遠
山
に
日
の
当
り
た
る
 

枯
野
か
な
」
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
虚
子
の
句
は
、
枯
 

野
か
ら
そ
の
奥
に
あ
る
遠
山
を
眺
め
た
景
色
を
詠
ん
で
 

い
る
が
、
こ
の
句
は
そ
れ
と
は
逆
に
、
山
の
方
か
ら
枯
 

野
を
見
下
ろ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
枯
野
に
な
っ
た
た
 

め
に
大
河
の
流
れ
の
全
貌
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。
そ
の
 

姿
に
驚
嘆
し
て
い
る
作
者
の
思
い
に
、
共
感
を
覚
え
た
。
 

鷹
の
目
の
す
で
に
獲
物
を
射
止
め
を
り
 
加
瀬
谷
敏
子
 

な

げ

し

 

炉
話
や
長
押
の
槍
の
鞘
走
る
 

雨
後
の
畑
残
る
冬
菜
の
鮮
や
か
さ
 

白
山
茶
花
そ
こ
だ
け
灰
と
日
暮
ど
き
 

居
酒
屋
の
名
の
変
り
カ
る
秋
の
暮
 

ひ

と

ひ

 

、 

雪
寄
せ
に
一
日
の
カ
使
ひ
け
り
 

満
開
と
言
へ
ど
ひ
そ
か
に
冬
ざ
く
ら
 

互
選
の
得
点
順
位
（
6
点
ま
で
1
3
句） 

神
成
 

石
男
 

滝
洋
 
幸
子
 

宇
佐
見
レ
イ
子
 

大
石
 
愛
子
 

遠
山
せ
つ
子
 

大
原
た
か
し
 

一
席
⑩
鷹
の
目
の
す
で
に
獲
物
を
射
止
め
を
り
 

二
席
⑩
訪
ふ
こ
と
も
訪
は
る
る
こ
と
も
無
き
三
日
 

三
席
⑨
誰
も
み
な
此
の
世
の
過
客
冬
銀
河
 

四
席
⑧
蛇
行
す
る
川
を
あ
ら
は
に
大
枯
野
 

五
席
⑦
老
い
し
身
の
和
し
て
動
ぜ
ず
冬
銀
河
 

五
席
⑦
着
ぶ
く
れ
て
人
に
は
人
の
影
あ
り
ぬ
 

五
席
⑦
海
鳴
り
を
乗
せ
て
鰍
船
来
た
る
 

五
席
⑦
新
し
き
籾
殻
に
産
む
寒
卵
 

加
瀬
谷
敏
子
 

遠
山
せ
つ
子
 

和
田
 

仁
 

木
村
 
登
龍
 

佐
藤
 
悠
水
 

加
藤
 
百
桜
 

佐
々
木
公
平
 

高
橋
み
つ
を
 

五
席
⑦
凧
揚
や
遠
く
白
神
晴
れ
渡
る
 

田
村
 

陽
子
 

十
席
⑥
名
を
知
ら
ぬ
焚
火
仲
間
と
な
り
に
け
り
 
佐
々
木
踏
青
子
 

十
席
⑥
尿
量
る
命
の
重
さ
初
仕
事
 

十
席
⑥
田
仕
舞
ひ
や
油
井
の
櫓
に
星
ひ
と
つ
 

十
席
⑥
た
ま
し
ひ
の
宿
り
て
来
た
る
里
神
楽
 

石
井
美
智
子
 

鈴
木
東
亜
子
 

伊
藤
 
青
砂
 

レ
団
『
昌
中
冒
」
」
昌
臣
回
『
魯
臣
●
」
‘
旦
●
司
『
魯
臣
●
己
魯
ト
」
●
に
」
井
臣
●
」
」
共
喜
”
 

覇
舞
鳶
議
編
議
昇
籍
維
競
」
 

藩
舞
嚢
寒
「
響
藁
蘇
醗
舞
」
 

中
編
事
編
車
鋳
魂
編
車
飼
車
署
車
編
車
婦
車
旧
 

令
和
2
年10
月20
日
、
秋
田
県
が
主
催
す
る
「
あ
き
た
の
文
 

芸
第
5
3
集
」
が
発
表
さ
れ
た
。
支
部
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
 

で
あ
っ
た
。
 

◇
入
 

選
 

「
白
神
抄
」
 

塚
本
 
佐
市
 

「母」 

阿
部
 
清
流
子
 

「
田
植
」
 

田
村
 
陽
子
 

一
基
金
協
力
者
の
・
ご
紹
介
 

」
 

令
和
2
年
3
月
か
ら
1
2
月
ま
で
の
間
基
金
に
ご
協
力
い
た
だ
 

い
た
皆
様
を
紹
介
し
ま
す
。
 

基
金
か
ら
今
年
度
の
拠
出
は
な
く
、
現
在
ま
で
の
累
計
額
は
 

1

8

1

万
6
1
5
3
円
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
支
部
活
動
 

に
適
正
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

（
敬
称
省
略
）
 

〔
県
南
地
区
〕
 

阿
部
清
流
子
・
安
倍
幸
一
・
石
川
恵
美
子
・
伊
藤
瑠
紅
 

大
石
愛
子
・
小
川
千
草
・
加
瀬
谷
敏
子
・
加
藤
栄
女
 

鎌
田
麗
子
・
小
坂
富
子
・
小
林
呼
渓
・
西
東
善
秋
 

斎
藤
淳
子
・
佐
々
木
浩
子
・
津
田
ト
キ
・
瀬
田
川
博
子
 

園
部
蕗
郷
・
高
橋
み
つ
を
・
滝
津
正
子
・
滝
洋
幸
子
 

照
井
志
げ
女
・
遠
山
せ
つ
子
・
二
藤
誠
祥
・
藤
原
貢
太
郎
 

森
屋
慶
基
・
山
崎
雅
葉
・
渡
辺
素
女
 

〔
由
利
本
荘
地
区
〕
 

五
十
嵐
義
知
・
佐
藤
柳
四
郎
・
藤
井
淳
一
 

〔
中
央
地
区
〕
 

泉
千
穂
子
・
伊
藤
恵
美
子
・
伊
藤
慶
子
・
伊
藤
青
砂
 

岩
谷
塵
外
・
宇
佐
見
レ
イ
子
・
大
原
た
か
し
・
岡
部
い
さ
む
・
 

小
野
祐
子
・
加
藤
一
弥
・
神
成
石
男
・
木
村
登
龍
・
熊
谷
尚
・
 

佐
々
木
あ
や
子
・
佐
々
木
踏
青
子
・
佐
藤
景
心
・
佐
藤
茂
樹
・
 

佐
藤
悠
水
・
島
き
く
子
・
鈴
木
東
亜
子
・
高
田
洋
子
 

千
葉
糸
子
・
寺
田
恵
子
・
藤
原
よ
う
子
・
保
泉
草
笛
 

水
越
洋
三
・
山
田
恵
子
・
山
内
誠
子
・
米
屋
道
子
 

〔
県
北
地
区
〕
 

浅
野
法
子
・
伊
藤
杯
紅
・
楼
庭
睦
・
田
村
陽
子
・
塚
本
佐
市
 

松
橋
テ
ル
子
・
柳
川
大
亀
 

!hJ 
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【
中
央
俳
誌
へ
の
寄
稿
紹
介
】
 

佐
藤
景
心
氏
は
俳
誌
『
遠
矢
』
（
主
宰
・
槍
紀
代
）
よ
り
、
 

同
人
欄
の
選
評
を
依
頼
さ
れ
令
和
2
年11
月
号
よ
り
3
年
4
月
 

号
ま
で
半
年
間
寄
稿
し
た
が
そ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
紹
介
す
 

る。 

（
紹
介
者
佐
々
木
踏
青
子
顧
問
）
 

〔11
月
号
〕
 

ポ
ケ
ッ
ト
の
底
に
ヘ
ア
ピ
ン
寒
戻
り
 

野
口
 

順
子
 

ふ
と
手
に
し
た
ヘ
ア
ピ
ン
と
い
う
小
な
る
も
の
か
ら
、
大
自
 

然
の
変
化
を
感
じ
と
っ
た
感
覚
鋭
い
句
で
あ
る
。
 

す
ぐ
、
「
寸
鉄
の
ヘ
ヤ
ピ
ン
挿
し
て
炎
天
ゆ
く
」
（
狩
行
）
が
 

脳
裏
を
過
ぎ
っ
た
。
「
寒
戻
り
」
と
狩
行
句
の
「
炎
天
」
と
の
 

取
合
せ
は
真
逆
な
発
想
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
ヘ
ア
ピ
ン
に
触
 

発
さ
れ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
。
 

ピ
ン
と
寒
（
カ
ン
）
の
音
の
響
き
も
心
地
好
い
。
 

〔12
月
号
〕
 

霞
た
り
深
田
久
弥
の
不
帰
の
山
 

花
土
公
子
 

深
田
久
弥
は
「
日
本
百
名
山
」
を
誌
し
た
小
説
家
で
あ
り
 

登
山
家
。
昭
和
4
6
年
3
月
山
梨
県
の
茅
ケ
岳
登
山
中
に
病
死
 

し
て
い
る
が
、
人
名
を
句
に
盛
り
込
む
成
功
例
が
少
な
い
中
、
 

一
読
、
脳
裏
を
離
れ
な
い
句
で
あ
る
。
 

そ
れ
は
、
霞
と
の
取
合
せ
で
あ
ろ
う
。
久
弥
は
、
春
に
亡
 

く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
結
婚
生
活
が
一
度
破
綻
し
て
い
る
 

こ
と
を
霞
が
連
想
さ
せ
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

〔1
月
号
〕
 

花
ご
ざ
に
ま
ろ
び
て
死
後
の
こ
と
友
と
 

景
山
薫
 

人
は
、
社
会
生
活
を
送
る
上
で
交
流
す
る
沢
山
の
人
が
い
た
 

と
し
て
も
、
真
に
友
達
と
昌
1口
え
る
人
は
限
ら
れ
る
。
ま
し
て
、
 

肝
胆
相
照
ら
す
友
と
な
れ
ば
甚
だ
心
許
な
い
だ
ろ
う
。
 

句
は
、
数
少
な
い
心
腹
の
友
と
の
語
ら
い
で
あ
る
。
花
莫
産
 

に
転
び
死
後
を
語
ら
う
様
子
は
、
虚
子
の
「
風
生
と
死
の
話
し
 

て
涼
し
さ
よ
」
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
死
を
テ
ー
マ
と
し
 

な
が
ら
暗
さ
・
湿
っ
ぽ
さ
が
微
塵
も
な
い
。
 

〔2
月
号
〕
 

人
垣
の
ど
つ
と
崩
れ
て
山
車
曲
が
る
 

木
村
紀
美
子
 

上
五
か
ら
中
七
に
流
れ
る
措
辞
か
ら
、
山
車
の
曲
が
る
勢
い
 

と
迫
力
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
女
性
や
子
供
の
曳
く
山
 

車
と
は
違
う
、
荒
々
し
い
男
衆
の
曳
く
山
車
だ
ろ
う
。
 

ま
た
、
人
垣
と
山
車
の
動
き
の
関
係
に
は
、
芝
不
器
男
の
句
 

「
麦
車
馬
に
遅
れ
て
動
き
出
づ
」
に
見
る
よ
う
な
微
妙
な
時
間
 

の
ず
れ
の
捉
え
方
が
あ
っ
て
、
山
車
巡
行
の
躍
動
感
ま
で
表
現
 

さ
れ
て
い
る
。
 

〔3
月
号
〕
 

合
宿
の
騒
ぎ
納
め
の
花
火
か
な
 

島
本
知
子
 

花
火
の
句
に
は
、
そ
の
鑑
賞
で
あ
っ
た
り
、
花
火
を
通
し
た
 

人
の
心
模
様
を
詠
む
こ
と
が
多
い
中
で
、
旬
に
は
こ
れ
ら
と
少
 

し
趣
の
異
な
る
楽
し
さ
が
あ
る
。
 

昔
、
柔
道
の
合
宿
経
験
の
あ
る
私
に
は
、
終
了
の
開
放
感
が
 

脳
裏
を
過
ぎ
る
。
句
に
、
花
火
の
騒
が
し
さ
に
僻
易
す
る
の
で
 
6
 

は
な
く
、
合
宿
を
終
え
た
者
た
ち
へ
の
優
し
い
眼
差
し
を
見
る
 

の
は
、
そ
う
し
た
経
験
が
あ
る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
 

〔4
月
号
〕
 

疎
ま
し
き
ほ
ど
の
快
晴
原
爆
忌
 

村
上
智
美
 

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
の
広
島
は
快
晴
、
長
崎
は
曇
だ
っ
た
 

と
い
う
。
そ
の
慰
霊
行
事
は
、
晴
れ
の
、
そ
れ
も
浮
暑
の
中
で
 

執
り
行
わ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
。
上
五
「
疎
ま
し
き
」
の
措
 

辞
が
、
原
爆
を
忌
む
心
情
に
重
ね
表
さ
れ
た
。
 

空
を
仰
ぐ
と
き
は
、
「
し
あ
は
せ
に
目
の
あ
け
ら
れ
ず
花
吹
 

雪
」
（
狩
行
）
と
い
っ
た
世
界
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
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【
句
集
紹
介
】
 

加
瀬
谷
敏
子
氏
が
令
和
2
年
1
1
月
、
句
集
「
山
ゆ
り
」
を
上
 

梓
さ
れ
ま
し
た
。
 

三
一
倉
・
・
出
（
宣
 

け
・
m
・「『・勺，兼 

「 

ゆ

り

」

 

'
 

5

句
抽
出
 

ひ
ま
わ
り
の
大
き
な
笑
顔
貰
ひ
け
り
 

ー
と
椀
に
海
の
声
盛
る
規
売
り
 

天
も
地
も
な
く
大
雪
と
な
り
に
け
り
 

寒
紅
を
引
き
て
は
そ
つ
と
息
放
つ
了
 

コ
ロ
ナ
禍
の
真
つ
只
中
や
稲
の
花
 

令
和
3
年
度
県
支
部
俳
句
大
会
の
選
者
 

寺
 

島
 

た
だ
し
先
生
 

昭
和
1
9
年
宮
城
県
生
ま
れ
。
 

昭
和
3
9
年
「
駒
草
」
入
門
、
阿
部
み
ど
り
女
に
師
事
。
 

昭
和
4
1
年
駒
草
新
人
賞
。
4
3
年
駒
草
同
人
。
 

53

年
駒
草
賞
。
平
成
4
年
角
川
俳
句
賞
。
 

俳
人
協
会
評
議
員
。
 

句
集
に
『
木
枯
の
手
l
k

』
『
浦
里
』
『
な
に
げ
な
く
」
 

『
寺
島
た
だ
し
集
』
 

 ~ 

m務
驚
籍
舞
麗
m
鴛
舞
 

★
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
収
ま
る
様
子
が
一
向
に
見
え
な
 

い
。
今
か
ら
百
年
前
（
大
正
7
年
）
、
世
界
の
人
口
（
当
時
1
8
億
人
）
 

の
半
数
か
ら
3
分
の
1
が
感
染
し
、
全
世
界
で
5
千
万
人
以
上
 

の
人
が
死
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
、
流
行
が
 

終
息
す
る
ま
で
3
年
か
か
っ
て
い
る
。
最
近
、
あ
る
住
職
か
ら
、
 

ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
流
行
っ
た
当
時
、
県
内
で
も
沢
山
の
方
が
権
 

患
し
て
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
過
去
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
 

と
を
伺
い
、
標
然
と
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
過
度
に
怖
れ
て
は
 

な
ら
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
正
し
い
対
策
を
講
じ
、
乗
り
 

切
る
覚
悟
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
★
芭
蕉
は
「
柴
門
の
 

辞
」
で
、
「
予
が
風
雅
は
夏
炉
冬
扇
の
如
し
。
衆
に
逆
ひ
て
用
 

ふ
る
所
な
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
俳
旬
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
 

に
は
ま
さ
に
無
力
で
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
生
き
抜
く
 

た
め
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
★
令
 

和
2
年
の
魁
新
報
社
新
年
文
芸
で
、
加
藤
百
桜
氏
の
「
永
ら
へ
 

て
形
ば
か
り
の
雑
煮
か
な
」
と
伊
藤
沫
雨
氏
の
「
元
日
の
横
座
 

に
笑
ま
ふ
九
十
歳
」
が
第
2
席
に
入
賞
し
た
。
い
ず
れ
も
高
齢
 

化
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
感
じ
る
旬
で
あ
り
、
俳
旬
が
生
き
る
 

力
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
★
俳
旬
仲
間
は
、
 

ク
座
）
に
よ
る
旬
会
が
出
来
な
い
中
で
、
紙
上
句
会
や
イ
ン
タ
ー
 

ネ
ッ
ト
に
よ
る
句
会
な
ど
、
様
々
な
形
で
俳
句
を
継
続
し
て
い
 

る
。
今
は
、
雌
伏
し
て
力
を
蓄
え
る
時
期
と
考
え
れ
ば
心
に
も
 

余
裕
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
を
駆
逐
す
る
こ
と
は
難
し
 

い
よ
う
だ
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
出
現
に
よ
っ
て
刀
以
前
の
日
常
ガ
 

が
戻
っ
て
く
る
時
期
は
遠
く
な
い
は
ず
だ
。
 

（
景
心
）
 

幾
勿
（
影
影
影
影
勿
 

令

和

ニ

年

 

「
一
月
】
 

☆
佐
藤
景
心
氏
 

26

日
、
俳
人
協
会
の
要
請
に
よ
り
俳
句
文
学
 

館
に
「
綴
子
大
太
鼓
」
を
寄
稿
 

【
四
月
】
 

☆
小
林
呼
渓
氏
 
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
振
興
会
評
議
員
（
俳
 

句
部
門
）
に
再
任
さ
れ
る
。
（
任
期
・
令
和
7
年
3
月
末
）
 

【
五
月
】
 

☆
園
部
蕗
郷
氏
 
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催
「
湯
沢
市
民
 

大
学
」
俳
旬
部
門
講
師
を
勤
め
る
。
令
和
3
年
2
月
ま
で
。
 

【
六
月
】
 

☆
佐
藤
景
心
氏
 
魁
新
報
の
文
化
欄
「
俳
壇
」
選
者
と
な
る
。
 

【
七
月
】
 

☆
小
林
呼
渓
氏
 
俳
誌
『
岳
』
（
主
宰
・
宮
坂
静
生
）
7
月
号
「
展
 

望
現
代
俳
句
ー
満
田
光
生
」
に
〈
葉
ざ
く
ら
や
遺
跡
め
き
た
 

る
母
校
あ
と
〉
（
『
香
雨
』
5
月
号
所
載
）
が
採
り
あ
げ
ら
れ
る
。
 

【
九
月
】
 

☆
佐
藤
景
心
氏
 
県
芸
術
文
化
協
会
発
行
「
あ
き
た
芸
文
 

ニ
ュ
ー
ス
」
（
弟
4
1
号
）
に
第
3
0

回
東
北
俳
句
大
会
・
秋
田
 

大
会
を
紹
介
 

☆
佐
藤
景
心
氏
 

12

日
、
俳
句
文
学
館
に
5

月
書
面
開
催
と
 

な
っ
た
支
部
総
会
・
俳
句
大
会
を
寄
稿
 

☆
加
瀬
谷
敏
子
氏
 

18

日
、
「
さ
き
が
け
読
者
文
芸
」
（
7
1
9
 
7
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月
）
で
推
薦
作
家
と
な
る
。
選
者
佐
藤
景
心
。
 

【
十
月
】
 

◇19
日
、
秋
田
市
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
秋
田
 

魁
新
報
社
主
催
第
9
3

回
全
県
俳
句
大
会
（
選
者
長
谷
川
権
）
 

で
次
の
方
々
が
入
賞
す
る
。
 

☆
保
泉
草
笛
氏
 

特
選
 

☆
岡
部
い
さ
む
氏
 
特
選
 

☆
伊
藤
恵
美
子
氏
 
佳
作
 

☆
佐
々
木
公
平
氏
 
佳
作
 

☆
ニ
藤
誠
祥
氏
 

佳
作
 

び
か
か
る
峠
か
な
 

甚
平
も
体
の
一
部
百
二
歳
 

暖
炉
焚
け
巨
詠
子
瓦
風
火
峰
亡
し
 

た
そ
が
れ
や
庭
師
帰
り
し
庭
涼
し
 

牛
起
き
し
あ
と
夏
草
の
立
ち
直
る
 

葛
の
花
露
と
 

☆
山
内
誠
子
氏
 

佳
作
・
山
神
へ
虎
魚
 

を
奉
る
マ
タ
ギ
か
な
 

☆20
日
、
斎
藤
淳
子
氏
 
県
文
化
振
興
課
 

主
催
の
「
あ
き
た
の
文
芸
」
第
5
3
集
俳
 

句
部
門
の
選
者
と
し
て
選
評
 

☆
岩
谷
塵
外
氏
 
同
じ
く
俳
句
部
門
の
選
 

者
と
し
て
選
評
 

【
十
一
月
】
 

☆
石
井
美
智
子
氏
 
所
属
誌
『
風
土
』
1
1
 

月
号
で
第
4
3
回
桂
郎
賞
佳
作
「
寒
燈
」
 

受
賞
 

☆
加
瀬
谷
敏
子
氏
 
句
集
『
山
ゆ
り
」
上
 

梓
 

☆
佐
藤
景
心
氏
 
俳
誌
『
遠
矢
』
（
主
宰
・
 

槍
紀
代
）
1
1
月
号
よ
り
同
人
作
品
評
に
 

当
た
る
。
令
和
3
年
4
月
号
ま
で
。
 

【
十
一
一
月
】
 

☆
佐
藤
景
心
氏
 
俳
人
協
会
の
要
請
に
よ
り
俳
句
文
学
館
1
2
月
 

5

日
号
に
「
師
走
の
行
事
・
風
物
詩
あ
れ
こ
れ
ー
な
ま
は
げ
」
 

を
紹
介
 

令
和
三
年
 

【
一
月
】
 

◇
1
日
、
魁
新
報
社
新
年
文
芸
に
次
の
方
々
が
受
賞
す
る
。
 

日
り
）
師
七
へ
n
に

K
山
力
由
‘
 

』
上
」
ノ
月
／
し
ー
ユ
ノ
ー
三
口
与
r
' 

大
晦
日
の
夜
、
男
麗
半
島
の
 

多
く
の
集
落
で
は
、
青
年
ら
が
 

な
ま
は
げ
に
扮
し
、
ケ
デ
（
衣
 

裳
）
を
ま
と
い
、
藁
沓
を
履
 

き
、
出
刃
包
丁
や
桶
な
ど
を
も
 

っ
て
「
ウ
ォ
ー
」
と
購
り
声
を
 

佐
藤
 
景
心
 

あ
げ
、
 

「
泣
く
子
は
い
ね
が
 

ー
」
「
親
の
言
う
こ
ど
聞
が
ね
 

子
は
い
ね
が
ー
」
な
ど
と
大
声
 

で
叫
び
な
が
ら
家
々
を
巡
る
。
 

な
ま
は
げ
を
迎
え
入
れ
た
家
 

の
主
人
は
、
必
死
に
子
ど
も
を
 

る
守
り
な
が
ら
ひ
た
す
ら
 

巡
謝
り
、
酒
や
料
理
で
丁
 

姓
重
に
持
て
成
し
て
纂
 

味
を
と
る
。
 

a
 

男
鹿
の
人
々
に
と
っ
 

雄
て
な
ま
は
げ
は
悪
鬼
な
 

装
ど
で
は
な
く
、
怠
け
心
 

は
を
戒
め
、
無
病
息
災
・
 

』
田
畑
の
実
り
・
山
の
幸
 

”
・
海
の
幸
を
も
た
ら
す
 

喫
年
の
節
目
に
や
っ
て
く
 

面
る
来
訪
神
で
あ
る
・
 

旅
 

な
ま
は
げ
伝
説
に
 

形
は
、
漢
の
武
帝
が
不
老
 

異
不
死
の
薬
草
を
求
め
て
 

男
鹿
に
来
た
と
い
う
説
を
は
じ
 

め
、
修
験
者
説
・
山
の
神
説
・
漂
 

流
異
邦
人
説
な
ど
が
あ
り
、
地
 

域
の
人
友
に
よ
っ
て
ロ
承
さ
れ
 

て
き
た
。
そ
の
た
め
、
集
落
に
よ
 

っ
て
な
ま
は
げ
の
面
が
木
彫
り
 

や
筑
・
紙
で
あ
っ
た
り
、
ケ
デ
 

が
藁
や
漁
網
で
あ
っ
た
り
と
大
 

き
な
違
い
が
あ
り
、
そ
の
多
様
 

さ
に
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
 

な
ま
は
げ
は
、
秋
田
が
世
界
 

に
誇
る
民
俗
行
事
で
あ
り
、
こ
 

の
行
事
と
男
鹿
市
北
浦
の
真
吐
 

鰹
の
神
事
「
柴
焼
鍋
」
と
を
 

組
み
合
わ
せ
た
観
光
行
事
「
な
 

ま
は
げ
柴
灯
ま
つ
り
」
が
昭
和
 

39

年
か
ら
毎
年
2
月
の
第
2
金
 

・
土
・
日
の
3
日
間
、
同
神
社
 

を
会
場
に
開
催
さ
れ
て
い
る
一
 

ま
つ
り
で
は
、
無
病
息
災
の
 

護
符
と
さ
れ
て
い
る
ケ
デ
か
ら
 

落
ち
た
藁
屑
を
求
め
、
国
内
外
 

の
観
光
客
が
競
っ
て
拾
い
集
め
 

る
光
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
．
 

撤
き
散
ら
す
な
ま
は
げ
ケ
デ
 

の
藁
の
屑
 

景
心
 

令和2年12月5日付 俳句文学館 

☆
加
藤
百
桜
氏
 
第
2
席
・
永
ら
へ
て
形
ば
か
り
の
雑
煮
か
な
 

☆
伊
藤
沫
雨
氏
 
第
2
席
・
元
日
の
横
座
に
笑
ま
ふ
九
十
歳
 

☆
田
村
陽
子
氏
 
第
3
席
・
姐
板
の
鯛
に
一
礼
お
元
日
 

☆
阿
部
清
流
子
氏
 
佳
作
・
百
歳
を
生
き
る
し
あ
は
せ
初
鏡
 

☆
岩
谷
塵
外
氏
 
佳
作
・
若
井
汲
む
杉
の
柄
杓
も
芳
し
く
 

☆
山
田
草
人
氏
 
佳
作
・
蓑
笠
に
藁
の
早
苗
や
雪
田
植
 

☆
池
田
崇
氏
 

佳
作
・
手
我
唄
さ
も
突
く
や
う
に
子
に
聞
か
す
 

☆
伊
藤
青
砂
氏
 
佳
作
・
燦
さ
ん
と
総
理
生
家
の
鏡
餅
 

☆
浅
野
法
子
氏
 
佳
作
・
我
が
人
生
写
し
続
け
て
初
鏡
 

☆
石
井
美
智
子
氏
 
佳
作
・
白
神
の
湧
水
六
肺
へ
大
日
一
 

【一一月】 

☆10
日
、
斎
藤
淳
子
氏
 
大
仙
市
芸
術
文
化
協
会
の
第
1
5
回
芸
 

術
文
化
賞
受
賞
 

鯵
舞
郷
鷲
細
 勿

“
 

（
難
綴
m
 

〔顧 

問
〕
佐
々
木
踏
青
子
（
本
部
幹
事
）
・
 

伊
藤
恵
美
子
・
伊
藤
青
砂
・
石
川
恵
美
子
 

〔
支
部
長
〕
山
崎
雅
葉
（
本
部
評
議
員
）
 

〔
副
支
部
長
〕
木
村
登
龍
・
園
部
蕗
郷
・
水
越
洋
三
・
 

佐
藤
景
心
（
本
部
評
議
員
・
事
務
局
長
）
 

〔
常
任
幹
事
〕
工
藤
ミ
ネ
子
・
神
成
石
男
・
斎
藤
淳
子
・
 

岩
谷
塵
外
 

〔幹 

事
〕
森
屋
慶
基
・
保
泉
草
笛
・
山
内
誠
子
・
 

伊
藤
慶
子
・
熊
谷
尚
・
石
井
美
智
子
 

〔監 

事
〕
泉
千
穂
子
・
佐
藤
茂
樹
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☆
卒
寿
・
米
寿
の
本
部
会
員
（
※
生
年
月
日
順
）
 

・
卒
寿
 

伊
藤
瑠
紅
氏
 

・
米
寿
 

山
崎
雅
葉
氏
 

高
橋
晴
子
氏
 

佐
々
木
踏
青
子
氏
 

敬

老

の

日

に

あ

た

り

、

つ

つ

し

ん

で

ご

長

寿

の

 

お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

心
ば
か
り
で
す
が
、
こ
こ
に
記
念
品
を
お
贈
り
し
、
 

い

よ

い

よ

の

ご

加

餐

を

祈

っ

て

や

み

ま

せ

ん

。

 

令
和
ニ
年
九
月
ニ
十
一
日
 会

益
社
団
法
人
 

俳
 

人
 

協
 

会
 

会
長
 

大
 

串
 

章
 

卒寿・米寿の本部会員に 
送られた祝詞 

☆
加
入
新
会
員
 

・
県
南
地
区
 

高
橋
京
山
氏
（
さ
た
け
俳
句
懇
話
会
）
 

瀬
川
恵
美
子
氏
（
さ
た
け
俳
句
懇
話
会
）
 

・
中
央
地
区
 

佐
々
木
あ
や
子
氏
（
森
の
座
）
 

☆
退
会
会
員
 

・
県
南
地
区
 

高
橋
一
秋
氏
（
噺
吟
社
）
 

橘
節
子
氏
（
春
燈
）
 

小
形
柳
明
氏
（
ゆ
ざ
わ
吟
社
）
 

半
田
多
佳
夫
氏
（
森
の
座
）
 

・
中
央
地
区
 

伊
岡
森
礼
子
氏
（
俳
星
）
 

・
県
北
地
区
 

伊
藤
豊
子
氏
（
俳
星
）
 

、 
、
享
ロ
 

、晋 

●
小
 

杉
 
茶
 
泉
（
樹
氷
）
 

令
和
2

年
4

月
3

日
ご
逝
去
 

●
大
 

野
 

一 

郎
（
新
雪
・
駒
草
）
 

令
和
3
年
1

月11

日
ご
逝
去
 

衡
 

享
年
7
4
歳
 

享
年
9
5
歳
 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
t
上
げ
ま
す
 

合
 
●手 

概
影
）
「
「
鷲
 

祭
 舞
鯵
 

〇
俳
人
協
会
創
立
6
0
周
年
記
念
第
6
0
回
全
国
俳
句
大
会
 

・
令
和
3
年
4
月15
日
（
締
切
）
 

〇
俳
人
協
会
秋
田
県
支
部
俳
句
大
会
 

・
令
和
3
年
5
月
中
 

・
紙
上
句
会
 

〇
俳
人
協
会
東
北
俳
句
大
会
・
岩
手
大
会
 

・
令
和
3
年
9
月
中
 

・
紙
上
句
会
 

〇
第
3
5
回
国
民
文
化
祭
・
み
や
ざ
き
2
0
2
0
 

・
「
神
話
の
ふ
る
さ
と
み
や
ざ
き
」
全
国
俳
句
大
会
 

・
令
和
3
年11
月15
日
 

・
宮
崎
市
・
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
ホ
ー
ル
な
ど
 

〇
第
2
9
回
吟
行
俳
句
大
会
 

・10
月
上
旬
（
予
定
・
案
内
通
知
）
 

〇
第
2
5
回
支
部
会
員
鍛
錬
紙
上
旬
会
 

・11
月
中
（
予
定
・
案
内
通
知
）
 

囲
 

★
県
内
の
俳
旬
人
口
が
減
少
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
慎
 

し
て
い
る
。
令
和
2
年
中
、
県
内
で
本
部
会
員
に
な
ら
れ
た
 

方
は
な
く
、
漸
減
す
る
支
部
会
員
数
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
 

い
。
 

俳
旬
の
良
さ
を
ど
う
伝
え
、
特
に
、
若
い
人
達
を
迎
え
 

る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

★
俳
人
協
会
は
今
年
創
立
6
0
周
年
を
迎
え
る
。
多
く
の
記
念
行
 

事
を
予
定
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
滞
り
な
く
実
 

施
で
き
る
こ
と
を
望
む
ば
か
り
で
あ
る
。
 

★
『
秋
田
蕗
』
は
支
部
と
支
部
員
の
架
け
橋
で
あ
る
。
支
部
員
 

の
句
集
上
梓
、
各
種
大
会
で
の
活
躍
状
況
、
指
導
句
会
立
ち
 

上
げ
・
変
更
、
計
報
な
ど
、
自
薦
・
他
薦
を
問
わ
ず
早
め
に
 

事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。
 

（
景
心
）
 

俳

人

協

会

秋

田

県

支

部

 

事
務
局
・
会
計
・
「
秋
田
蕗
」
編
集
発
行
 

局
〇
一
〇
ー
〇
八
〇
一
一
 

秋
田
市
外
旭
川
字
大
畑
五
八
ー
四
 
佐
藤
 
景
心
 

電
話
 
〇
一
八
ー
八
六
八
ー
〇
七
四
四
 

携
帯
 
〇
九
〇
ー
二
二
七
一
ー
〇
六
四
一
一
 

メ
ー
ル
ア
ド
A
K
 

k
e
i
s
i
n
5
3

③
cna

・ne
・jp 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
振
替
 

口
座
番
号
 
n
〉
つ
」
り
乙
q
v
o
1
O
J
1
l
n
乙
［
I

。ノ〕（h
)hh
) 

俳
人
協
会
秋
田
県
支
部
 

印
刷
 
有
限
会
社
 
三
浦
印
刷
 

郵
便
番
号
〇
一
〇
ー
〇
九
二
五
 

秋
田
市
旭
南
三
ー
七
ー
五
 

電
話
〇
一
八
ー
八
六
ニ
ー
二
七
九
一
一
 


